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  登録基幹技能者の配置効果について 
 
本調査は発注機関、大手ゼネコン、有資格者及び所属企業を対象として実施された。 
調査結果により全ての調査対象から登録基幹技能者の配置が「品質」「安全」「工程管理」に対し、

寄与していることが実証された。本調査および調査の過程で収集された資料等で把握できた登録

基幹技能者の配置効果は以下の通りである。 
 

●調査対象及び抽出された配置効果 

・工事成績評定点 
登録基幹技能者が配置された工事では、総合評定点、特に「安全対策」「出来形」「品

質」「創意工夫」の項目で相対的に高い得点傾向がみられる。  
＜⇒P2 「１．公共工事の工事成績評定点の分析結果における登録基幹技能者の配置効果」＞ 

・監理技術者の評価 
監理技術者等を対象としたアンケートにおいて、施工方法に対する「元請への提案」「出

来形」「品質」の確保につながった点や作業上の工夫について高い評価を受けている。 
＜⇒P3 「２．実際に配置された登録基幹技能者に対する配置効果の検証結果」＞ 

・元請企業の評価 

登録基幹技能者を自社の優良職長手当制度の支給条件としている企業も多い。その評

価項目として「施工品質の確保や向上」「安全性の確保・向上」「作業工程の安定・短縮」

が上位となっている。  
＜⇒P4 「３．優良職長手当制度を導入している大手ゼネコン（元請企業）による登録基幹技能者の

評価」＞ 

・雇用企業の評価 
有資格者の「知識」「元請との調整・提案」「安全」「作業管理」面での能力を高く評価して

おり、登録基幹技能者を難易度の高い工事に優先的に配置している。  
＜⇒P6 「５．雇用企業による登録基幹技能者の評価」＞ 

・有資格者に対するアンケー

ト・ヒアリング調査の結果分析 

元請技術者に対し「品質確保」「工期短縮」「安全確保」の提案や前工程・後工程等の調

査を実施。元請技術者のサポート役として「施工方法の決定」「技能者の指示」「品質の

確認」「労務・資機材の手配」等の業務を実施し、評価を受けている。 
＜⇒P7 「登録基幹技能者の現場での実務の実態」＞ 

 

── 登録基幹技能者を配置することによる効果── 

 

雇用企業の評価 

・「知識」「元請との調整・提案」「安

全」「作業管理」面で能力を発揮し、

「品質の確保や向上」を評価。 

・難易度の高い工事に優先的に配

置され活躍 

発注機関 元請企業 

 
雇用企業 

 

登録基幹技能者の役割 

発注機関の評価 

・工事成績評定点の「安全対策」

「出来形」「品質」面で配置効果 

・「元請への提案」「出来形」「品

質」にも一定の評価 

・「品質」「工期」「安全」のための施工方法等の提案や調整 

・元請のサポート業務の実施：施工方法の決定、技能者の指示、品質の

確認、労務・資機材の手配など 

元請企業の評価 

・「品質」、「安全」、「作業工程」の

確保・向上に寄与していると評価 

・手当制度等にて支給対象 

雇用企業の評価 元請企業の評価 発注機関の評価 
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登録基幹技能者の配置効果について 

１．公共工事の工事成績評定点の分析結果における 

登録基幹技能者の配置効果 

～総合評定点の点数や「安全対策」「出来形」「品質」「創意工夫」に配置効果～ 

 
【国の直轄工事における工事成績評定点の分析結果】 
 各地方整備局等から提出された「登録基幹技能者が実際に配置された工事」（２４件）の成績評定点

と、平成２２年度及び平成２３年度の完成工事の成績評定点を比較した。 
 評定点の比較において、登録基幹技能者の配置が評価内容に影響を与えることが推測される項目を

抽出し、点数の比較を行った。 
 抽出した項目は、「施工状況」における、①施工管理、②工程管理、③安全対策、「出来形及び出来

ばえ」における④出来形、⑤品質、⑥出来ばえ、⑦工事特性、⑧創意工夫の８項目とした。 
平成２２年度及び平成２３年度の完成工事において、工事成績の全体平均と比較した場合、登録基

幹技能者が配置された工事は総合評定点では＋０．７、登録基幹技能者との関連が深い評定項目の合計点

では更に＋１．３～２．２の点差が生じている。 

項目別の結果では登録基幹技能者の配置が「安全対策」「出来形」「品質」「創意工夫」の面で配置効

果が現れているものと推測出来る。 
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登録基幹技能者との関連が深い評定項目（平均点） 
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（参考：満点値） 100.0 83.7 13.0 8.1 8.8 14.9 17.4 8.5 7.3 5.7 

 

H22 完成工事 

（8,184 件） 76.3 62.9 10.8 6.8 7.1 11.2 11.7 7.2 4.3 3.9 

H23 完成工事 

（10,592 件） 
76.3 62.0 10.8 6.8 7.1 11.2 11.8 7.1 4.3 3.9 

 

 

 

  

 

       

H22-23 の完成

工事から登録基

幹技能者が実際

に配置された工事

を抜粋（24 件） 

77.0 64.2 10.7 6.8 7.3 11.4 12.2 7.1 4.4 4.4 

 
※１「工事特性」は、当該工事特有の難度の高い条件（構造物の特殊性、特殊な技術、都市部等の作業環境・社会条件、厳しい自然・地盤

条件、長期工事における安全確保等）に対して適切に対応したことを評価する項目である。 
※２「創意工夫」は、工事特性のような難度を伴わない工事において、企業の工夫やノウハウにより特筆すべき便益があった場合に評価す

る項目である。 
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登録基幹技能者の配置効果について 

２．実際に配置された登録基幹技能者に対する配置効果の検証結果 

～「出来形」「品質」に配置効果～ 

北陸地方整備局では、平成２３年度に試行実施した「新潟法務総合庁舎耐震改修工事」において、登録鉄

筋基幹技能者の配置による品質確保について、工事終了後に「監理技術者」と「登録基幹技能者」を対象と

したアンケート調査を実施し、配置効果を検証している。 
「監理技術者」からの回答では、「鉄骨ブレース工事完了後の配筋施工」の施工方法として登録基幹技能

者自らが「ＣＡＤを用いて作成した詳細施工図」による提案を受け、採用したなど施工法に関する提案が「品質確

保」に繋がった事例や、一般の技能者との違いとして「経験が豊富であり作業に対し工夫がみられた」ことが

確認された。 
また、登録基幹技能者自身のアンケート結果により、常に現場を巡回し、その都度「出来形の確認」や、作

業員の臨機な人員手配、作業員への技能継承のために施工部分を重点的に再確認、監理技術者に対する配筋

上重要な部分について説明を行うなど、「品質確保」に向けた取組が確認されている。 
 

総合評価落札方式など入札制度における「登録基幹技能者制度」の活用状況について 

〈国土交通省地方整備局等〉  

発注者 

入札公告時に登録基
幹技能者の配置を評
価項目として設定した
工事の件数 

評価項目 評価内容 
評価の対象となる 

登録基幹技能者の種目 
[建設工事の業種区分] 

H21 H22 H23 

国
土
交
通
省 

北海道 
開発局 11 5 3 

技術提案等 

（基幹技能者の配置と役

割） 

登録基幹技能者の配置 １点 

基幹技能者の配置 ０．５点 

工事単位で最大２点もしくは最大６点 

鉄筋、型枠 

東 北 
地方整備局 0 8 0 - 

H22 に一般土木工事で評価実績あり 

（登録基幹技能者の配置 1 点、基幹技能者

の配置 0.5 点、工事単位で最大 2 点） 

- 

関 東 
地方整備局 0 2 3 

企業の技術力 

（自由設定項目） 
登録基幹技能者の配置 最大３点 

鉄筋、型枠、鳶・土工、機

械土工、圧接、コンクリート

圧送、防水、左官、外壁仕

上、内装仕上、建設塗装 

北 陸 
地方整備局 0 0 2 

企業の能力等 

（技能者の配置状況） 
登録基幹技能者の配置 最大２点 鉄筋、型枠 

中 部 
地方整備局 0 0 4 

施工能力 

（担当技術者の資格） 
登録基幹技能者の配置 最大１点 

鉄筋、型枠、鳶・土工、機

械土工 

近 畿 
地方整備局 0 17 25 

施工能力等 

（企業の施工能力、現場

従事技能者の能力） 

登録基幹技能者の配置 １点 

基幹技能者の配置 ０．５点 

工事単位で最大２点 

鉄筋、型枠、鳶・土工、機

械土工、橋梁、圧接、PC、

海上起重、電気工事、コン

クリート圧送、配管、ダクト 

中 国 
地方整備局 0 2 36 

企業の施工能力 

（現場従事技術者） 
登録基幹技能者の配置 最大２点 

鉄筋、型枠、鳶・土工、配

管、機械土工、 

四 国 
地方整備局 0 0 5 

企業評価 

（その他の企業評価） 
登録基幹技能者の配置 最大１．４点 

鉄筋、型枠、鳶・土工、機

械土工 

九 州 
地方整備局 0 89 90 

企業評価 

（配置予定建設技能者の

表彰実績及び登録基幹技

能者の配置） 

登録基幹技能者の配置 

評価項目の満点に対して２５％ 

鉄筋、型枠、鳶・土工、機

械土工、橋梁、造園、コン

クリート圧送、圧接、PC、

建設塗装、電気工事、切

断穿孔 

沖 縄 
総合事務局 0 0 

 ※

（約 

200） 

企業の信頼性・社会性 

（地理的条件・社会的条

件） 

登録基幹技能者又は基幹技能者の活用 

最大５点 

工事の工種等に応じて評

価対象となる登録基幹技

能者の種目を選定 

計 11 123 168 
平成 21 年度 1 機関  11 工事 
平成 22 年度 6 機関 123 工事 

平成 23 年度 9 機関 168 工事（※沖縄総合事務局の約 200 工事を除く）

（注）工事件数は、土木工事・建築工事の合計を記載している。 

※沖縄総合事務局は原則として全ての発注工事。 
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登録基幹技能者の配置効果について 

〈都道府県〉  

（注）工事件数は、土木工事・建築工事の合計を記載している。 

（注）都道府県については、平成 23 年度に実績がある発注機関のみ記載している。 

 
 

３．優良職長手当制度を導入している 

大手ゼネコン（元請企業）による登録基幹技能者の評価 

～「施工品質」「安全性」「作業工程」に配置効果～ 

（社）日本建設業連合会の会員企業のうち「優良職長手当制度」を導入し、登録基幹技能者を支給条

件の一部としている企業６社の回答により、登録基幹技能者に対する評価の内容が抽出された。 

 

会社名 制度の名称 支給レベル 開始時期 

戸田建設㈱ 優良技能者手当制度 
職長のうち優秀な登録基幹技能者 

日額 500 円、約 200 人 

平成 22 年 4 月～ 

全社展開 

㈱大林組 

大林組認定基幹職長 

（ 通 称 ： ス ー パ ー 職

長） 

職長のうち特に優秀かつ登録基幹技能者 

日額 3,000 円～2,000 円、約 150 人 

平成 23 年 4 月～ 

全社展開 

㈱ピーエス三菱 
ＰＣ工事基幹技能者 

報奨制度 

無事故に貢献、かつＰＣ工事基幹技能者 

月額 10,000 円 

平成 22 年 9 月～ 

全社展開 

西松建設㈱ 
上級職長制度 

西松マイスター制度 

登録基幹技能者や経験年数等により上級職

長、このうち特に優秀な者は西松マイスター 

上級職長：日額 500 円（上限 12 万円） 

西松ﾏｲｽﾀｰ：日額 500 円＋年額 18 万円 

平成 24 年 1 月～ 

全社展開 

（支払は23年1月

～） 

㈱竹中工務店 

竹中優良職長制度 

（マイスター・シニアマ

イスター） 

職長のうち優秀な登録基幹技能者をマイスタ

ー、さらにマイスターとして３年間、自社に顕

著な貢献した者はシニアマイスター 

マイスター：日額 2,000 円、初年度 100 人超 

シニアマイスター：日額 3,000 円 

平成 24 年 1 月～ 

全社展開 

（支払は23年1月

～） 

三井住友建設㈱ 
コンストラクション・マイ

スター制度 

登録基幹技能者又は継続的に自社現場に

従事している優秀な職長 

日額 1,000 円、初年度 70 人 

平成 24 年 3 月～ 

全社展開 

出典：（社）日本建設業連合会のホームページ。（調査結果より、一部修正） 

発注者 

入札公告時に登録基幹
技能者の配置を評価項
目として設定した工事の
件数 

評価項目 評価内容 
評価の対象となる 

登録基幹技能者の種目 
[建設工事の業種区分] 

H21 H22 H23 

都
道
府
県 

北海道 － 301 340 
地域貢献度 
（地域の技能士等の活用） 

登録基幹技能者の配置 ０．５点 
工事の工種等に応じて評価
対象を選定 

長野県 7 3 10 - 
主任技術者として登録基幹技能
者の配置 １．５点 

電気工事 

大阪府 － － 2 
企業の施工能力等 
（品質確保） 

配置工種 1 名につき０．２点、最
大０．６点を加点 

工事の工種等に応じて評価
対象を選定 

京都府 － － 9 
基幹技能者の活用 
（当該工事の施工時に資格
者として現場に携わること） 

指定職種で基幹技能者の活用が
ある場合、１点を加点 

工事の工種等に応じて評価
対象を選定 

長崎県 95 114 87 企業の施工能力等 
登録基幹技能者及び基幹技能
者の配置につき、０．１点から０．
２点を加点 

工事の工種等に応じて評価
対象を選定 

計 102 418 448 
平成 21 年度 2 機関 102 工事 
平成 22 年度 3 機関 418 工事 
平成 23 年度 5 機関 448 工事 
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登録基幹技能者の配置効果について 

 

「登録基幹技能者を支給条件とする理由」としては、日建連の提言との呼応や国や業界の本制度に対

する取組に呼応したとする回答の他、「有資格者である事がある一定の能力を担保している目安となってい

る」ことや、「技能者自身が資格取得を目指す事による更なる能力の向上を目的」とする回答が同数となっ

た。 

また、登録基幹技能者の資格の評価については、「施工品質の確保向上」「安全性の確保・向上」「作業工

程の安定・短縮」が上位となった。（全ての項目について２以上の回答数があった内容を抽出。） 

 

登録基幹技能者を支給条件とする理由（６社） 回答数 

日建連の提言や国・業界の動向 3 社 

資格取得による、ある一定水準の能力の担保 3 社 

資格取得推進に向けた能力の向上 3 社 

 

登録基幹技能者の評価項目（６社） 回答数 

施工品質の確保や向上 6 社 

安全性の確保・向上 5 社 

作業工程の安定・短縮 4 社 

施工に関する提案や調整 3 社 

生産性の向上 3 社 

入札制度での加点 3 社 

 

４．その他の元請企業による登録基幹技能者の評価 

～「工程管理」「品質向上」に配置効果～ 

関東地方整備局では平成２２年度に実質的な現場作業における品質の確保力を評価することで、更なる工

事目的物の品質向上を図ることを目的として試行された、登録基幹技能者を加点対象とする総合評価落札方

式工事の応札者（対象２０社：回答１２社）に対し、登録基幹技能者の配置効果についてのアンケート調査

を実施した。 
調査項目は登録基幹技能者を配置することによる「品質向上」、「コスト低減」、「工程管理」とし、回答結

果では「品質向上」と「工程管理」に配置効果があることが確認された。 
 ※以下の調査結果はアンケート実施時の表記である「基幹技能者」という表記にて記載している。 

○基幹技能者を配置することで期待できるか（それぞれ単数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

67%

50%

42%

8%

17%

42%

25%

33%

17%

基幹技能者を配置することで

スムーズな「工程管理」が期待できるか

基幹技能者を配置することで

「品質向上」が期待できるか

基幹技能者を配置することで

「コスト低減」が期待できるか

期待できる 期待できない どちらとも言えない
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５．雇用企業による登録基幹技能者の評価 
資格取得後、「知識」「元請との調整・提案」「安全」「作業管理」に関する能力を評価し、「難易度が高い」

「連絡調整が重要」「安全管理が重要」な工事に優先的に配置し、「品質の確保や向上」に関する配置効

果を確認。 

 有資格者の所属する企業に、登録基幹技能者の資格取得後の業務や能力で評価できる項目、優先的に配置

している現場、配置した後の効果（メリット）についてのアンケートを実施した。 
 資格取得後に能力の変化があると回答した企業 561 社のうち、評価できる能力の項目は「知識力」や「元

請への調整・提案能力」「安全管理能力」「作業管理能力」が回答の半数以上を占めた。 
 また、登録基幹技能者を優先して配置する現場の基準（配置方針）については、回答企業 715 社のうち、

「難易度の高い工事」589（82.4％）、「連絡調整が重要な工事」414（57.9％）、「安全管理が重要な工事」385

（53.8％）となっており、資格取得後に獲得した能力を活かした現場に配置していることが伺われる。 
 登録基幹技能者を配置した現場の配置効果（会社にとってのメリット）については、「施工品質の確保や

向上」に向けた回答が最上位となっており、また、「元請や発注者から評価を受けた」という回答が 53.0％
となり、雇用企業も登録基幹技能者が「品質」確保へ寄与し、配置された登録基幹技能者が元請や発注者か

ら評価を受けていることが確認された。 
 

○登録基幹技能者の資格取得後の業務や能力で評価できる項目について（複数回答） 

項目 回答数 % 

技術に関する知識力 354 63.1% 

元請との調整・提案能力 325 57.9% 

安全管理能力 297 52.9% 

作業管理能力 289 51.5% 

熟達した作業能力 268 47.8% 

工程管理能力 262 46.7% 

品質管理能力 246 43.9% 

その他 28 5.0% 

全体 561 
 

 
 
 
 
 
 

 
計 期待できる 期待できない 

どちらとも言

えない 

スムーズな「工程管

理」 
12 社(100%) 8 社 (67%) 1 社  (8%) 3 社 (25%) 

「品質向上」 12 社(100%) 6 社 (50%) 2 社 (17%) 4 社 (33%) 

「コスト低減」 12 社(100%) 5 社 (42%) 5 社 (42%) 2 社 (17%) 

 

63.1%

57.9%

52.9%

51.5%

47.8%

46.7%

43.9%

5.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

技術に関する知識力

元請との調整・提案能力

安全管理能力

作業管理能力

熟達した作業能力

工程管理能力

品質管理能力

その他
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登録基幹技能者の配置効果について 

○登録基幹技能者を優先して配置する現場の基準（配置方針）について（複数回答） 

項目 回答数 % 

難易度の高い工事 589 82.4% 

連絡調整が重要な工事 414 57.9% 

安全管理が重要な工事 385 53.8% 

新人教育が重要な工事 124 17.3% 

工事原価に余裕がない工事 123 17.2% 

工期が短い工事 120 16.8% 

作業人員に余裕がない工事 116 16.2% 

その他 46 6.4% 

全体 715 
 

 

○登録基幹技能者を配置した現場での配置効果（会社にとってのメリット）について（複数回答） 

項目 回答数 % 

施工品質の確保や向上に効果 397 57.0% 

元請や発注者から評価を受けた 369 53.0% 

安全性が向上 302 43.4% 

作業工程の安定や工程の短縮に

効果 
278 39.9% 

受注機会につながった 182 26.1% 

生産性が向上 169 24.3% 

その他 23 3.3% 

全体 696 
 

 

６．登録基幹技能者の現場での実務の実態 
元請に対し、「品質確保」「工期短縮」「安全確保」に対する「提案」を行い、登録基幹技能者に求められる

「適切な配置、作業方法、作業手順の構成」や「技能者の指示、指導」「他の職長との調整」の業務を行い、

「元請のサポート役」としての役割を果たし、「品質」「工程」「安全」が元請に評価を受けている。 

平成８年に「建設産業人材確保・育成推進協議会」（人材協）において策定された「基幹技能者の確保・

育成・活用に関する基本指針」においては、登録基幹技能者に求められる現場での役割として以下の４つの

役割が求められている。 
① 元請に対する現場の状況に応じた施工方法等の提案、調整等 
② 現場の作業を効率的に行うための技能者の適切な配置、作業方法、作業手順等の構成 
③ 生産グループ内の技能者に対する施工に係る指示、指導 
④ 前工程・後工程に配慮した他の職長との連絡・調整 

 
調査の結果、「元請に対する施工方法等の提案や調整」の業務を行っている登録基幹技能者は 807（77.7％）

となっており、提案等の目的も「品質確保」が上位となり、元請の登録基幹技能者に対する評価等と合致

した結果となった。また、「前工程・後工程」に関する他の職長との調整も、約 6 割（59.5％）が行ってい

ると回答している。 

 

82.4%

57.9%

53.8%

17.3%

17.2%

16.8%

16.2%

6.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

難易度の高い工事

連絡調整が重要な工事

安全管理が重要な工事

新人教育が重要な工事

工事原価に余裕がない工事

工期が短い工事

作業人員に余裕がない工事

その他

57.0%

53.0%

43.4%

39.9%

26.1%

24.3%

3.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

施工品質の確保や

向上に効果

元請や発注者から

評価を受けた

安全性が向上

作業工程の安定や

工程の短縮に効果

受注機会につながった

生産性が向上

その他
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日常行っている業務として１３の業務に関する設問を設定し、そのうち「施工方法の決定」「技能者への作

業指示・指導」「担当工程の進捗管理」「品質の確認・検査」「労務の手配」「作業手順書の作成」「資機材等の手配」

「安全パトロール」「出来形の確認・検査」の９つの業務に関し、登録基幹技能者が「自らが担当」、または、「元請

と共同」の回答が６割以上を占めた業務となっており、登録基幹技能者が「元請のサポート役」として日常業

務を行っていることが裏付けられた。 
また、これら９つの業務が建設生産に寄与する関連性について、登録基幹技能者評価・活用委員会にて、

「品質」「生産性」「工程」「安全性」「その他」の５つの項目に分類し、分析を行ったところ（⇒P12 参照）

「品質」に関するものが４項目、「工程」に関するものが４項目、「安全」に関するものが３項目、「生産性」

に関するものが２項目の結果となり、実務の実態の面から見ても、登録基幹技能者の配置が「品質」「安全」

「生産性」に大きく寄与していることが確認された。 
 

○元請に対する施工方法等の提案や調整の業務（単数回答） 

行った 807 (77.7%) 

行っていない 219 (21.1%) 

無回答 13 (1.3%) 

全体 1039 (100.0%) 

 

 

 
 
 
○ヒアリング調査から抽出した登録基幹技能者の「品質」「安全」「工程」に対する実務や意識 

元請企業の優良職長手当制度の支給対象となっている登録基幹技能者（４職種）に対し、「品質」「安全」

「工程」に関する元請への提案、現場の実務や意識等に関するヒアリング調査を行った。各職種において常

に高い意識を持って施工に対応していることが確認された。 
 
・「品質」について 

鳶・土工 
鉄骨は完成物の中心を構成する部分となるので、鉄骨の立ち、倒れ、たわみなど、細部に渡り「精

度」を保てるよう注意を払い施工している。 

型枠 

型枠の建て方だけでなく、鉄筋の施工具合（不良がないか）にも常に配慮している。型枠は精度が

出来上がりに一番影響を与えるため、現場の状況に応じたより良い材料の選定や適切な施工方

法を常に提案する事を心がけている。 

左官 

品質に関しては最も重要と考え、「浮き」（剥離）等が発生しないよう配慮している。与えられた現

場を「高い品質」にて完成させるため元請に新しい施工方法や素材・材料の活用を常に提案して

いる。 

PC 

「設計図書」と同じ規格となるようにミリ単位で精度を上げるための施工を行っている。PC 板は季

節等により「反り」が発生し、実際の計算と合わないことが多く、組立の手順や施工方法に常に配

慮している。 

 

68.6%

63.8%

63.3%

55.0%

0.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

品質確保

工期短縮

安全確保

人員・材料等の

コスト削減

その他

〈提案や調整を行った目的（複数回答）〉 
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・「安全」について 

鳶・土工 安全の意識は身に染みついている。元請よりも安全に関する知識を有している自負もある。 

型枠 
安全は率先して対応をしている。安全対策は元請に提案を行うより自らが対応した方が結果的に早

期の対応ができている。 

左官 
安全は自分が常に現場全体を注視しており、不具合等が無いかチェックを行っている。また、おかし

い所があれば直ちに改善している。このため元請に安全の提案を行う事はほとんど無い。 

PC 
常に現場の安全に配慮している。特に目の高さに部材等が来ないように毎日指示を行っている。安

全は元請に報告等を行う前に、随時、率先して対応している。 

 
 
・「工程」について 

鳶・土工 

自職だけでなく他職種の作業も常に関わるため、工程管理には最も神経を使う。1 日でも短縮するこ

とを意識し、短縮に向け積極的に工法を提案し、他職種との調整を図っている。出来高も元請が想

定している量と実際の現場で達成可能な量には差があるため管理や提案を行っている。 

型枠 

型枠の工程は常に非常に短く厳しい工程が要求される。工期内に終了させることが最優先事項とな

っている。工期を見据えながら完成度を上げるための精度の高い施工方法の提案は必ず行ってい

る。 

左官 

仕上工程は工期の最後で余裕の無い工期での施工となり、与えられた工期内に完了させるための

工程管理には苦慮している。しかし、品質を損なわないように、かつ、人員的・工法的にコストが高く

ならないように管理している。 

PC 

適切な「工程管理」を行わないと高度な「品質」や適切な「安全」が確保できないため、「工程管理」は

最重要項目である。また、PC 板の設置は施工できるスペックに限りがあるため無理がない工程にて

行えるよう、常に元請技術者と確認を行っている。元請技術者も意見を尊重してくれている。 
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登録基幹技能者の配置効果について 

 

調査の結果、６割の登録基幹技能者が前工程・後工程に配慮して他の職長等との連絡調整を行っ

ている。「品質確保」、「工期短縮」、「安全確保」、「人員・材料等のコスト削減」、「その他」の各目的

別に実施された具体例を紹介する。 
 

○前工程・後工程に関する他の職長との調整（単数回答） 

前工程のみ調整 138 (13.3%)

後工程のみ調整 38 (3.7%)

前工程、後工程の両方を調整 442 (42.5%)

調整を行っていない 345 (33.2%)

無回答 76 (7.3%)

全体 1039(100.0%)

 
【品質確保】 

職種 
前工程 後工程 

調整相手 調整を行った内容 調整相手 調整を行った内容 

左官 型枠 型枠精度の確認と工程。 塗・吹工 仕上材による下地の精度の確認。 

鉄筋 土工 
捨てコンクリートの出来によって鉄筋施
工品質にも影響するので、コンクリート
打設精度向上を要求した。 

型枠、コンク
リート 

配筋後の上筋上にムダな資材を載
せない様に打合せをした。また、コ
ンクリート打設に対して配筋等の乱
れが生じない様、要求した。 

板金 
外 部 サ イ デ
ング 

下層がシート防水のためサイデングを落
とすとシートが傷つくため、先にサイデン
グを貼ってもらう。 

外部足場 
足場をジャッキべースで高さ調整で
きるようにしてもらう。高さ調整して
シート材を入れる。 

防水 左官 
防水下地の形状、精度及び工程の調
整。 

伸縮目地 
目地施工に対して、防水層は問題
ないか確認、工程の調整。 

 

【工期短縮】 

職種 
前工程 後工程 

調整相手 調整を行った内容 調整相手 調整を行った内容 

電気 内装 
内装仕上げ工事の完了日や工期短縮
ができないか調整した。 

機械設備 
機械の搬入予定日や試験日の調
整をした。 

電気 
型枠、コンク
リート打設 

早期コンクリ打設及び養生期間の為、
コンクリ打設を早め着手。 

機器設置 
前倒し工程の為、コンクリ養生期間
後、早急の設定調整を行った。 

塗装 軽量下地 
下地の仕上がった部屋より、配線工事
を行い作業能率の向上を図った 

パテ、クロス 
内装の仕上がった部屋より、器具
付けを行い、作業効率の向上を図
った。 

鉄筋 鳶工 

コンクリート打設後の仮設材の荷上の
時間と当社鉄筋材荷上が重なる為、そ
の日のみ早出荷上を行い、施工ロスを
軽減した。 

大工 

太径を使用しているため、梁スラブ
の工程中は楊重機に空きがないた
めに、型枠の材料荷上が若干困難
ということを大工の職長に相談し、
時間ずらして荷上をしてもらった。 

グラウト コア削孔 
元請工程の中で最優先箇所に複数台
機械を投入し、工程短縮を行った。 

注入 

前工程で複数台機械が投入されて
いるため、他ヤードを先に施工し、
前工程作業の状況を見て、施工ヤ
ードを変更した。 

冷凍 
空調 

外壁 
工期短縮の為に調整して可能な部分
の先行配管の実施。 

衛生 
工事範囲を分割して同フロアでの同
時作業の実施。 

 

 

回答者の 59.5％が前工程・

後工程の調整を実施 
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【安全確保】 

職種 
前工程 後工程 

調整相手 調整を行った内容 調整相手 調整を行った内容 

左官 土工 
床作業にて、床不陸、こぼれなどを工
事のエリアでの流れを指示。どのように
作業して欲しいかを指示。 

防水（塗床） 

エリアを決めたところの通行、立入
禁止を行い、有機溶剤の匂いを送
風機で送るよう指示し、環境を気に
するように指示した。 

鳶土工 杭打ち 

杭打開始に伴い、現場が一方通行、ま
た狭い道を混雑して作業を行うため、
材料の搬入量、時間、仮置き場の調
整を行った。 

土工 

横矢板取付作業において、他工事
と材料の搬入日時の調整を行い、
狭い現場内でもスムーズな搬入・
搬出を行った。 

切断 
穿孔 

とび 
作業に必要な適切（安全）な足場の指
示。 

解体 
切断部分のコンクリートの倒し及び
玉掛の方法。 

保温 
保冷 

配管、ダクト 
配管の断熱を施工するのに下部にある
ダクトを施工すれば危険作業になるた
め、調整した。 

軽天 

天井の軽天が予定より半日早くな
り、お互いリスクが無いよう違う部分
の部屋で作業が出来るよう打合せ
した。 

電気 
職長 
作業員 

朝礼時におけるミーティングによって指
示徹底。危険予知を行う。 

職長 
作業員 

作業後に清掃を必ず行い職長がチ
ェックする。 

海上 
現場代理人 
安責者 
直近部長 

台風接近等、荒天が予想される時、作
業中止の日時、避難場所、碇泊投錨
地の打合せ。 

 

【人員・材料等のコスト削減】 

職種 
前工程 後工程 

調整相手 調整を行った内容 調整相手 調整を行った内容 

PC 監理技術者 人員調整。 監理技術者 人員調整。 

造園 監理技術者 
材料搬入の不具合が発生したため、パ
ネル業者への指示を乞う。 

ソーラーパネ
ル取付業者 

パネル業者のパネル取付の合間に
造園業者の材料を搬入できるよう
に時間を決めて短時間にて作業を
した。 

橋梁 監理技術者 作業人員の人数。 監理技術者 作業人員の人数。 

防水 左官 使用材料（材質）の指示。 

 

【その他】 

職種 
前工程 後工程 

調整相手 調整を行った内容 調整相手 調整を行った内容 

電気 鉄筋、型枠 
打込配管作業と鉄筋組み及び型枠組
み作業のタイミングを調整。 

内装 
軽天下地、軽天吊り作業の前に天
井内配線を選考するように調整。 

電気 解体 
型枠解体作業が何時終わり、作業に
入ることが出来るか調整した。 

衛生・空調 
各設備との輻輳を避けるため、工
程を調整した。 

造園 舗装 
舗装を先にやるか、植樹を先にやる
か。 

タイル 
タイルを先にやるか、植樹を先にや
るか。 

ト ン ネ
ル 

残土運搬 
１日当りのトンネル残土の一次運搬量
の調整。 

明り 
貫通点側での法面工事との坑内通
行との調整。 

 

 

 



 

12 

登録基幹技能者の配置効果について 

44.3%

44.0%

31.1%

29.7%

28.9%

24.8%

16.2%

13.8%

12.6%

12.4%

9.6%

4.5%

3.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

○現場にて日常的に実施している業務内容 

〈元請から評価を受けた業務内容（複数回答）〉  

項目 回答数 

 施工方法の決定 408 (44.3%) 

 技能者への作業指示・指導 405 (44.0%) 

 担当工程の進捗管理 286 (31.1%) 

 品質の確認・検査 273 (29.7%) 

 労務の手配 266 (28.9%) 

 作業手順書の作成 228 (24.8%) 

 資機材等の手配 149 (16.2%) 

 安全パトロール 127 (13.8%) 

 出来形の確認・検査 116 (12.6%) 

 施工計画書 114 (12.4%) 

 施工要領書 88 (9.6%) 

 新規入場者教育 41 (4.5%) 

 廃棄物の処理 33 (3.6%) 

全体 920   

 

〈「各作業内容」の実施者〉 

項目 
元請
(A) 

技能者
(B) 

共同
(C) 

 関与度
(B+C) 

 
関連キーワード 

 施工方法の決定 13.2% 33.1% 49.1%  82.2%  品質、生産性 

 技能者への作業指示・指導 4.1% 85.5% 8.2%  93.7%  工程、安全、品質 

 担当工程の進捗管理 14.4% 48.9% 33.9%  82.8%  工程 

 品質の確認・検査 24.2% 30.7% 40.9%  71.6%  品質 

 労務の手配 6.3% 74.0% 6.0%  80.1%  生産性、工程 

 作業手順書の作成 13.5% 59.2% 15.2%  74.4%  安全 

 資機材等の手配 10.3% 66.1% 17.2%  83.2%  工程 

 安全パトロール 20.5% 28.4% 41.9%  70.4%  安全 

 出来形の確認・検査 27.1% 29.5% 37.5%  67.0%  品質 

 施工計画書 41.3% 27.6% 18.6%  46.2%  安全、品質、生産性、工程 

 施工要領書 39.9% 30.8% 15.1%  45.9%  品質、生産性 

 新規入場者教育 43.9% 28.2% 23.3%  51.5%  工程、安全 

 廃棄物の処理 45.8% 24.2% 21.4%  45.7%  その他：（環境） 

（注） 

「元請」～元請が実施 
「技能者」～登録基幹技能者が自分の担当業務として実施 
「共同」～元請と共同（分担）で実施 

関連キーワードは、各項目が寄与するテーマとして、以下の

５つから「登録基幹技能者評価・活用委員会」が選んで付記

したもの。 

1.「品質」～施工品質の確保・向上 

2.「生産性」～生産性の向上（手待・手戻等の減少等） 

3.「工程」～作業工程の安定・短縮 

4.「安全」～安全性の確保・向上 


